
590 

四
一
/
一
四
二
二
|
三
八
)
と
並
ん
で
こ
の
王
朝
の
第
一
世
代
を
代
表
す
る
ス

ル
タ
l
ン
で
あ
っ
た
。
シ
リ
ア
に
お
け
る
反
乱
の
中
か
ら
勢
力
を
伸
ば
し
ス
ル

タ
l
ン
在
位
中
に
は
、
毎
年
の
よ
う
に
シ
リ
ア
方
面
へ
の
遠
征
を
行
う
と
と
も

に
様
々
な
内
政
改
革
を
行
っ
た
。
ま
た
、
ベ
ス
ト
が
蔓
延
し
て
祉
曾
不
安
が
増

大
し
た
時
代
で
も
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
諸
研
究
に
於
て
も
、
こ
の
時
代
の
い
く
つ
か
の
特
徴
に
就
い
て

は
言
及
さ
れ
て
き
た
が
、
全
慢
と
し
て
の
考
察
は
、
岬
局
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で

あ
る
。本

報
告
で
は
、
カ
イ
ロ
に
お
い
て
今
タ
ス
ィ
プ
(
市
場
監
督
官
〉
の
職
務

を
自
ら
行
な
う
と
と
も
に
、
ま
た
、
こ
の
行
政
織
に
マ
ム
ル

1
ク
を
任
命
し
た

こ
と
、
ま
た
ハ
ナ
フ
ィ

I
波
や
ス
l
フ
ィ
l
に
謝
す
る
優
遇
な
ど
後
の
時
代
に

影
響
を
奥
え
た
施
策
の
時
代
背
景
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
ま
た
、
イ
プ
ン
・
タ

グ
リ
1
ピ
ル
デ
ィ
ー
を
始
め
と
す
る
年
代
記
の
蛍
該
時
代
の
叙
述
内
容
を
比
較

し
て
そ
の
特
色
を
述
べ
た
い
。

後
期
オ
ス
マ
ン
朝
に
お
け
る

イ
ェ
ニ
チ
ェ
リ
軍
圏
上
層
部
の
昇
準
過
程
に
つ
い
て

鈴

木

董

中
東
の
イ
ス
ラ
ム
諸
図
家
に
お
い
て
は
、
軍
隊
の
二
元
的
構
成
が
、
特
徴
的

に
見
い
出
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
軍
隊
は
、
君
主
と
同
民
族
出
身
の
自
由

民
か
ら
な
る
軍
隊
と
、
異
民
族
出
身
の
奴
隷
軍
人
か
ら
な
る
軍
隊
と
か
ら
構
成

せ
ら
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
オ
ス
マ
ン
朝
に
お
い
て
も
、
こ
の
二
元
性
は
、

ム
ス
リ
ム

・
ト
ル
コ
系
の
戦
士
逮
に
淵
源
を
有
す
る
テ
ィ
マ

1
ル
制
軍
隊
と
、

キ
リ
ス
ト
数
徒
出
身
の
改
宗
奴
隷
か
ら
な
る
カ
プ
タ
ル
軍
闘
と
し
て
見
い
出
さ

れ
る
。カ

プ
ク
ル
軍
園
の
中
按
を
な
す
の
は
、
歩
兵
軍
圏
た
る
イ
ェ
ユ
チ
ェ
リ
軍
国

で
あ
っ
た
。
イ
ェ
ニ
チ
ェ
リ
軍
国
は
、
オ
ス
マ
ン
史
上
、
軍
事
的
の
み
な
ら
ず

政
治
的
に
も
極
め
て
重
要
な
要
素
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
、
二
ハ
世
紀
後
半
以

降
の
後
期
オ
ス
マ
ン
朝
の
政
治
過
程
に
お
い
て
は
、
し
ば
し
ば
政
治
的
に
決
定

的
な
役
割
を
果
た
し
た
。

こ
こ
で
は
、
こ
の
軍
圏
の
長
官
た
る
イ
ェ
ニ
チ
ェ
リ
・
ア
l
ス
ィ
を
頂
黙
と

す
る
軍
圏
上
層
部
の
構
成
と
昇
進
に
つ
い
て
、
法
令
集
成
・
政
論
書
・
年
代
記

を
主
た
る
材
料
と
し
つ
つ
、
検
討
を
加
え
、
ィ
ェ
ニ
チ
ェ
リ
軍
園
上
層
部
の
性

格
と
、
イ
ェ
ニ
チ
ェ
リ
寧
園
が
オ
ス
マ
ン
朝
の
支
配
組
織
内
の
昇
準
過
程
全
世

の
中
に
占
め
た
位
置
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
イ
ェ
ニ
チ
ェ
リ
軍
闘
の
政

治
的
一
意
義
の
獲
濯
の
一
端
に
も
言
及
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

-164ー

清
初
に
お
け
る
嘗
明
朝
の
王
府
荘
回

佐

藤

文

俊

各
地
に
分
封
さ
れ
屠
大
な
数
値
と
な
っ
た
明
の
諸
王
の
存
立
基
盤
は
、
明
末

農
民
反
乱
に
よ
り
一
掃
さ
れ
た
。
清
朝
は
反
清
行
動
を
と
る
朱
氏
を
討
滅
し
、

「
投
誠
」
者
は
生
存
を
保
一
読
す
る
と
共
に
、
軍
制
捻
出
の
急
務
か
ら
明
中
期
以

降
、
王
府
・
勅
戚
が
集
積
し
た
莫
犬
な
財
産
に
注
目
し
た
。
王
府
瑳
回
は
「
興

債
」
・
「
租
回
」
の
二
方
法
で
慮
理
さ
れ
た
が
、
特
に
前
者
に
カ
貼
を
お
き
民
田



化
〈
上
債
者
H
H
民
団
所
有
者
〉
を
推
進
し
た
が
多
く
の
障
害
に
つ
き
あ
た
っ

た
。
@
明
の
賦
役
全
書
に
動
戚
・
王
府
妊
田
の
記
載
が
な
く
、
そ
の
全
貌
が
つ

か
め
な
い
。
@
明
代
の
王
荘
は
欽
賜
固
と
自
置
固
に
分
類
さ
れ
る
が
、
明
中
期

以
降
の
民
国
分
割
、
投
献
、
置
買
等
の
方
法
に
よ
る
庭
回
抜
大
で
土
地
所
有
権

が
錯
綜
し
た
た
め
、
主
回
庭
理
に
蛍
り
糧
・
租
粂
枚
、
第
債
銀
の
重
複
例
ま
で

出
現
。
。
「
勢
豪
・
街
窓
・
惇
終
・
騎
兵
・
賊
黛
」
に
よ
る
土
地
占
有
。
清
朝

は
こ
れ
ら
の
障
害
の
排
除
と
全
王
国
の
把
握
、
襲
債
・
租
飼
銀
の
徴
枚
を
考

課
・
慮
罰
の
制
割
象
と
し
て
官
吏
を
督
促
し
た
。

順
治
年
代
の
右
の
結
果
を
、
康
照
八
年
清
朝
は
更
名
目
令
〈
銃
餐
債
地
及
び

来
襲
債
地
の
民
固
化
)
と
し
て
ま
と
め
、
翌
九
年
に
は
自
置
回
の
民
国
化
方
向

を
提
示
し
た
。
こ
う
し
て
明
朝
の
掌
揮
で
き
な
か
っ
た
王
妊
が
、
清
朝
権
力
の

賦
役
徴
牧
値
制
下
に
編
入
(
州
鯨
管
轄
〉
さ
れ
た
。
し
か
し
清
中
期
以
降
ま
で

残
る
賦
役
金
書
内
の
土
地
区
分
「
民
国
・
屯
田
・
更
名
田
」
の
如
く
、
完
全
な

民
団
化
ま
で
多
く
の
課
題
を
内
包
し
て
い
た
。

『
紅
史
』
著
作
年
次
考

若

松

覧
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ツ
ェ
ル
パ
・
グ
ン
ガ
1
ド
ル
ジ
ェ
(
吋
白
V
曲
目

MXw
関
口
回
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ι
$
著
一-

『
紅
史
』

(
H
U
S
H
F
q
h柏
崎
昌
男
苦
叉
は
同
R
N
Q滋
札

S
H
F
q
)
は
、
稲
葉

正
就
・
佐
藤
長
雨
氏
に
よ
っ
て
そ
の
全
文
の
誇
注
が
愛
表
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り

(『
フ
ク
ラ
ン
・
テ
プ
テ
ル
|
チ
ベ
ッ

ト
年
代
記
』
法
議
館
、
一
九
六
四
年
〉
、

わ
が
園
で
は
最
も
よ
く
知
ら
れ
た
チ
ベ
ッ

ト
文
史
書
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

『
紅
史
』
の
著
作
年
次
は
、
誇
注
者
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
「
二
一
一
四
六
年
で

あ
る
こ
と
に
関
違
い
な
い
」
(
前
掲
書
、
一
八
頁
)
と
断
定
さ
れ
た
。
し
か
る

に
近
年
こ
の
見
解
を
覆
す
『
紅
史
』
の
異
本
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
異
本
で

は
、
明
ら
か
に
二
ニ
六
三
年
ま
で
の
記
事
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
ハ
『
紅

史
〈
蔵
文
〉
』
東
嘆
・
洛
桑
赤
列
校
注
、
民
族
出
版
社
、
一
九
八
一
年
)
。
洛
桑

赤
列
氏
の
指
摘
す
る
如
く
、
本
書
の
「
カ
ル
マ
・
カ
I
ギ
ュ
滋
史
」
の
章
に
は

カ
ル
マ
バ
第
四
世
ロ
ル
ベ

1
ド
ル
ジ
ェ
(
河
己
官

d
E。
ユ
乙
の
事
蹟
が
詳

細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
但
し
そ
の
記
述
は
、
彼
が
卯
年
(
一
一
一
一
六
一
一
一
年
〉

に
中
圏
内
地
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
ヘ
錫
還
し
た
こ
と
で
打
ち
切
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

記
事
が
『
紅
史
』
全
篇
中
、
年
代
上
最
も
新
し
い
も
の
な
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
事
貧
に
基
づ
い
て
初
め
て
『
紅
史
』
政
文
中
に
み
え
る
著
作
年
次

に
関
す
る
問
題
の
一
句
「
至
元
二
十
三
年
に
〔
記
す
〕
」
に
謝
し
て
、
一
つ
の

解
決
策
を
編
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
一
一
一
一
六
三

年
は
順
一
帝
の
至
正
二
十
三
年
に
嘗
る
か
ら
、
原
文
の
至
元
を
至
正
の
誤
記
と
み

な
せ
ば
よ
い
こ
と
に
な
る
。

こ
の
他
、
『
紅
史
』
に
闘
す
る
二
、
三
の
問
題
黙
を
指
摘
し
て
み
た
い
。
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努
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一
九
一
九
年
の
隻
十
節
は
、
中
華
民
閣
に
な
っ
て
初
め
て
大
衆
的
に
祝
わ
れ

た
園
慶
で
あ
っ
た
。
官
側
が
例
年
以
上
に
慶
祝
に
冷
淡
で
あ
っ
た
の
と
は
封
照


